
い
る
。
そ
の
点
で
も
、
武
家
の
女
性
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
人
生
儀
礼
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

を
提
示
す
る
意
義
は
十
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
表
１
に
は
、「
諸
家
系
譜
」
八
に
掲
載
さ
れ
た
田
安
徳
川
家
の
女
性
の
履

歴
を
掲
示
し
た
。
そ
れ
ら
を
比
較
し
つ
つ
、
第
一
章
で
は
誕
生
か
ら
成
人
ま
で
、
第
二

章
で
は
婚
姻
の
手
続
き
、
第
三
章
で
は
妻
と
な
っ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
人
生
儀
礼
に
つ

き
、
基
本
事
項
を
確
定
し
て
い
き
た
い（
３
）。

　
　
一
、
誕
生
か
ら
成
人
ま
で

　

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
次
男
宗
武
は
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
二
月
十
八
日

に
近
衛
家
久
の
娘
久
子
（
知
・
森
・
通
）
と
婚
姻
し
た
。
久
子
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

に
最
初
の
子
を
流
産
し
た
が
、そ
の
後
は
長
女
誠の
ふ　

次
女
裕
（
早
世
）、長
男
小
次
郎
（
早

世
）、
次
男
鉄
之
助
（
早
世
）、
三
女
貞て
い

（
稚つ
ね

・
仲
）、
五
男
寿と
し

麻
呂
（
治
察
）、
四
女
節と
き

が
生
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、
嫡
出
子
は
四
女
三
男
の
計
七
人
で
あ
る（
４
）。

　

庶
出
子
は
、
ま
ず
山
村
氏（
５
）か
ら
三
女
淑す
え

、
三
男
友
菊
（
早
世
）、
六
男
豊
麻
呂
（
定

国
）、
七
男
賢
麻
呂
（
定
信
）、
七
女
種ふ
さ

、
八
女
定
の
三
女
三
男
の
計
六
人
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
毛
利
氏（
６
）か
ら
四
男
乙
菊
（
早
世
）、
林
氏（
７
）か
ら
六
女
脩や
を

が
生
ま
れ
た
。
よ
っ

て
、
庶
出
子
は
四
女
四
男
の
計
八
人
で
あ
る
。
宗
武
の
子
は
、
全
部
で
女
子
八
人
、
男

子
七
人
の
記
十
五
人
と
な
る
。

　

宗
武
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
六
月
四
日
に
五
十
七
歳
で
没
し
た
。
同
年
七
月
三

日
に
嫡
出
五
男
の
治
察
が
家
督
を
継
い
だ
が
、
無
嗣
の
ま
ま
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

九
月
八
日
に
二
十
二
歳
で
没
し
た
。
以
後
は
、
男
性
当
主
不
在
の
ま
ま
、
宝
蓮
院
と
名

　
は
じ
め
に

　

田
安
徳
川
家
と
は
、八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
次
男
宗
武
が
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）

に
創
設
し
た
家
で
、
田
安
・
一
橋
（
吉
宗
四
男
宗
尹
が
創
設
）・
清
水
（
九
代
将
軍
徳

川
家
重
の
次
男
重
好
が
創
設
）
の
三
家
を
あ
わ
せ
て
三
卿
と
称
さ
れ
た
。
初
代
当
主
と

な
る
田
安
徳
川
宗
武
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
十
一
月
二
十
七
日
に
紀
伊
徳
川
家

の
赤
坂
屋
敷
に
誕
生
し
、
翌
六
年
十
月
十
八
日
に
江
戸
城
本
丸
に
入
っ
た
。
享
保
十
年

七
月
二
十
九
日
に
二
の
丸
に
移
り
、
同
十
六
年
正
月
二
十
七
日
に
田
安
門
内
に
屋
敷
地

一
万
九
百
三
十
三
坪
を
拝
領
し
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
田
安
屋
形
に
移
っ
て
独
立
家

と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
主
に
取
り
扱
う
「
諸
家
系
譜（
１
）」
八
に
は
、
宗
武
か
ら
嫡
子
治は
る
あ
き
ら察
（
一
七
五
三

～
一
七
七
四
）、
そ
の
死
亡
後
に
田
安
家
を
再
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
斉な
り

匡ま
さ

（
一
橋
徳

川
治
済
五
男
、
一
七
七
九
～
一
八
四
八
）、
さ
ら
に
婿
養
子
斉な
り

荘た
か

（
十
一
代
将
軍
徳
川

家
斉
十
三
男
、
一
八
〇
九
～
一
八
四
五
）
の
女
子
二
人
の
代
ま
で
の
履
歴
が
記
さ
れ
て

い
る
。
男
性
の
記
述
も
詳
細
な
が
ら
、
女
性
の
履
歴
が
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
記
載
さ
れ
た

系
譜
も
珍
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
諸
家
系
譜
」
八
に
記
載
さ
れ
た
田
安
徳
川
家

の
女
性
の
履
歴
か
ら
、
近
世
後
期
の
女
性
の
人
生
儀
礼
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
提

示
し
た
い
。

　

大
名
家
の
生
活
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
松
尾
美
惠
子
・
藤
實
久
美
子
編
『
大

名
の
江
戸
暮
ら
し
事
典（
２
）』

が
あ
り
、
本
稿
で
も
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
第

六
章
な
か
で
武
家
の
女
性
の
人
生
儀
礼
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
章
題
が

「
当
主
と
人
生
儀
礼
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
名
当
主
の
事
例
解
説
に
比
重
が
置
か
れ
て

【
研
究
ノ
ー
ト
】

　
「
諸
家
系
譜
」
に
み
え
る
田
安
徳
川
家
女
性
の
人
生
儀
礼

福
田
　
千
鶴
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表１　田安徳川家女性の履歴一覧
順 年月日 西暦 年齢 履歴
0 近衛久子（知・森・通） 父：近衛家久、母：桂岩院、田安徳川宗武本妻

享保六年九月十五日 1721 1 御誕生
享保十八年八月十三日 1733 13 御発途
享保十八年八月二十八日 1733 13 御下向、二丸被為入、御迎秀小路
享保十九年六月二十三日 1734 14 一位様ゟ被仰入ニ付御縁組
享保二十年二月二十八日 1735 15 御結納
享保二十年七月十二日 1735 15 御手当御米五百俵・御金三千両被進、外弐百俵
享保二十年十一月二十五日 1735 15 公方様ゟ御守刀三原代金十枚・御壷八重垣・御伽羅五百目被進、御使大久保下野守
享保二十年十二月十八日 1735 15 御婚礼
享保二十年十二月二十三日 1735 15 御婚礼後、二丸被為入
元文二年十一月十八日 1737 17 竹千代様初御対顔
元文三年五月七日 1738 18 御有卦入
元文四年六月十四日 1739 19 通姫ト御改
元文五年四月十九日 1740 20 御袖留、御襵　一位様ゟ被進之
元文五年四月二十一日 1740 20 御流産
寛保元年二月二十三日 1741 21 御着帯、七月二十一日誠姫様御誕生、八月十一日御枕直
寛保三年 1743 23 御着帯、九月廿日裕姫様御誕生、十月十一日同断
延享元年九月廿五日 1744 24 淑姫様御養
延享二年五月六日 1745 25 御着帯、十月朔日小次郎様御誕生、十月廿二日御枕直
延享二年十二月四日 1745 25 御無卦入
延享三年正月廿五日 1746 26 御代替後、御本丸、誠姫様・淑姫様同断、二月七日御移 後西丸
延享四年三月十九日 1747 27 初而箱崎御屋敷被為入、御子様方御同道
延享四年四月廿三日 1747 27 御着帯、八月二十四日鉄之助様御誕生
寛延三年五月廿九日 1750 30 御有卦入
宝暦元年三月十五日 1751 31 御着帯、六月十三日貞姫様御誕生
宝暦三年四月十五日 1753 33 御着帯、十月七日寿丸様御誕生、七月廿七日御枕直
宝暦六年 1756 36 御着帯、六月十九日節姫様御誕生、七月十一日御枕直
宝暦六年三月廿二日 1756 36 西丸御簾中様御纈帯御上ケ
宝暦七年十二月十一日 1757 37 御無卦入
宝暦十二年二月廿一日 1762 42 田安御焼失、御本丸被為入
宝暦十二年三月十五日 1762 42 四谷御屋敷御移
宝暦十二年五月十八日 1762 42 御有卦入
宝暦十二年九月廿九日 1762 42 万寿姫君様（家治次女）御髪置之節、御白髪御上ケ
宝暦十二年十一月十九日 1762 42 田安御移
宝暦十三年三月二日 1763 43 御実母桂岩院死、廿日申来
宝暦十三年七月朔日 1763 43 脩姫様・豊丸様・賢丸様御養
明和三年九月四日 1766 46 種姫様御養、御届
明和六年九月五日 1769 49 定姫様御養
明和八年六月十一日 1771 51 御門主様ゟ御法号被進奉宝蓮院
安永四年四月廿九日 1775 55 有徳院様（徳川吉宗）・心観院様（徳川家治本妻）御霊前御庿所幷凌雲院御手前御霊前御参詣被成候、

初テ也、
安永四年十月九日 1775 55 芝淳信院様（徳川家定）・天英院様（徳川家宣本妻）御参詣
安永六年三月九日 1777 57 定姫様御同道ニて奥御能
安永六年四月二日 1777 57 凌雲院御参詣
安永六年十二月十一日 1777 57 田安御焼失、御本丸被為入、同七年十二月十三日田安御移
安永六年十二月十八日 1777 57 四谷御屋敷御移
安永八年十月十八日 1779 59 奥御能御見物、定姫様御同道
安永九年十一月十二日 1780 60 六十御賀
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天明三年二月十七日 1783 62 上野御参詣
天明三年四月十八日 1783 62 奥御能御見物、定姫様御同道
天明五年二月四日 1785 65 上野御参詣
天明六年正月四日 1786 66 御所労
天明六年正月十二日 1786 66 午刻御逝去、御年六十六、御法名惺池覚棲
天明六年正月廿五日 1786 66 未刻御出棺、上野凌雲院御葬

1 誠（ノフ）、延 父：田安徳川宗武、母：近衛久子
寛保元年七月二十一日 1741 1 御誕生
寛保元年七月廿七日 1741 1 御七夜、御名拝領、御肴添、女使
寛保元年十一月十一日 1741 1 御色直
寛保二年正月十二日 1742 2 山王御宮参、御本丸御立寄
寛保二年二月六日 1742 2 西丸江登城、右大将様へ初テ
寛保三年六月廿五日 1743 3 御髪置、御白髪堀川兵部大輔広益妻（万里中納言妹ナリ）上之
寛延二年十一月十五日 1749 9 御紐解
宝暦元年十二月八日 1751 11 松平陸奥守惣領藤次郎（重村）へ御縁組被遊可然旨、御本丸老女瀧津ゟ申来
宝暦元年十二月十日 1751 11 御縁組被成度御西伺、高井兵部少輔江御家老両人口上にて申上
宝暦元年十二月十一日 1751 11 御縁組之儀申上候処、一段之御縁組と被思召候、御勝手次第御取組被成候様被仰出旨同人申来候、
宝暦二年三月朔日 1752 12 松平陸奥守宗村嫡藤次郎（重村）縁組被仰出、上使本多伯耆守正珍・松平右近将監武元
宝暦二年四月廿三日 1752 12 陸奥守田安江参上
宝暦二年十一月十一日 1752 12 御麻疹御酒湯
宝暦三年六月朔日 1753 13 御鉄漿初、姫君様ゟ御道具
宝暦三年七月廿五日 1753 13 有卦入
宝暦五年十一月十九日 1755 15 御結納
宝暦七年十一月廿二日 1757 17 御疱瘡御治定、十二月五日御酒湯
宝暦八年九月六日 1758 18 九月御婚姻御治定
宝暦九年五月六日 1759 19 延姫ト御改、三月十五日御金五千両
宝暦九年五月十二日 1759 19 四時御卒去、御年十九、御法名直譽知董誠圓、号慧学院
宝暦九年五月十八日 1759 19 小石川伝通院江御葬

2 裕 父：田安徳川宗武、母：近衛久子
寛保三年九月廿日 1743 1 誕生
寛保三年九月廿六日 1743 1 御七夜
寛保三年十一月十六日 1743 1 丑刻御早世、御法号随縁院幻夢空寂
寛保三年十一月十八日 1743 1 上野凌雲院御葬

3 淑（スエ） 父：田安徳川宗武、母：山村氏
延享元年六月廿九日 1744 1 御誕生
延享元年七月六日 1744 1 御七夜
延享元年九月廿五日 1744 1 御簾中様御養、御届
延享元年九月廿六日 1744 1 山王御宮参、御本丸御立寄
延享二年九月廿五日 1745 2 西丸
延享三年九月二十二日 1746 3 御髪置、御白髪竹本茂兵衛妻上ル
寛延三年三月廿三日 1750 7 御疱瘡、四月五日御酒湯
寛延三年十一月十五日 1750 7 御紐解
宝暦六年十二月十三日 1756 13 御鉄水初、御道具尾州姫君様ゟ被進之
宝暦十二年九月十三日 1762 19 御縁組御内伺済
宝暦十二年九月廿七日 1762 19 松平信濃守重茂御縁組、上使酒井左衛門尉忠寄・松平右京大夫輝高を以、十二月十五日御金五千両
宝暦十二年十二月廿九日 1762 19 御結納
宝暦十三年正月廿三日 1763 20 御婚礼、御輿送松平掃部頭勝長
宝暦十三年正月廿九日 1763 20 御里披、御袖留無之、
宝暦十三年五月十五日 1763 20 御婚礼後、初登城
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明和七年閏六月十日 1770 27 信濃守卒去後、廿三日申来、七月十二日円諦院ト御改
安永元年二月廿九日 1772 29 御屋敷類焼、田安屋敷へ御立退
安永元年五月廿六日 1772 29 故信濃守妾腹於数方養
安永元年十二月十九日 1772 29 溜池屋敷御移徙
文化三年七月廿七日 1806 63 御剃髪
文化十二年九月廿六日 1815 72 夜亥刻御卒去、年七十二、御道号本誉曜和貞隠大禅定尼

4 貞（テイ）、稚（ツネ）、仲 父：田安徳川宗武、母：近衛久子
宝暦元年六月十三日 1751 1 夜八ツ時御誕生
宝暦元年十一月廿五日 1751 1 御色直・御箸初
宝暦三年五月廿七日 1753 3 山王御宮参、御式　御名代
宝暦三年五月廿七日 1753 3 御髪置
宝暦四年十一月朔日 1754 4 山王御参詣
宝暦五年正月廿三日 1755 5 初而御本丸
宝暦七年十一月十五日 1757 7 御紐解
宝暦十三年正月十八日 1763 13 稚姫様御改
宝暦十三年十一月廿五日 1763 13 御鉄漿初
明和四年五月十六日 1767 17 御縁組御内伺済
明和四年五月廿三日 1767 17 松平相模守重寛御縁組、上使松平右近将監・松平周防守、七月八日御金五千両、外五千両御拝借
明和四年十二月朔日 1767 17 仲姫様御改
明和四年十二月十三日 1767 17 御結納
明和五年二月七日 1768 18 御婚礼
明和五年二月十三日 1768 18 御膝直
明和七年十二月三日 1770 20 御袖留
安永三年二月十五日 1774 24 御着帯
安永三年六月十七日 1774 24 御女子御出生　八十姫
安永四年十二月十九日 1775 25 妾腹鶴五郎養、十一歳
安永五年四月 1776 26 麻疹
安永八年六月二日 1779 29 刻上刻御卒去、年廿九、御法名聖諦院義範如證
安永八年六月十三日 1779 29 牛嶋弘福寺御葬送、御忌日追而五月廿一日ニ相改候、

5 節（トキ） 父：田安徳川宗武、母：近衛久子
宝暦六年六月十九日 1756 1 御誕生
宝暦六年六月廿五日 1756 1 御色直・御七夜
宝暦六年九月廿九日 1756 1 山王御宮参、一橋御殿御立寄
宝暦六年十一月十五日 1756 1 御箸初
宝暦七年正月十三日 1757 2 御本丸初御登城
宝暦八年九月十一日 1758 3 御髪置
宝暦九年正月十六日 1759 4 御疱瘡、廿七日御酒湯
宝暦十年十月十三日 1760 5 御縁組御内伺済
宝暦十一年六月四日 1761 6 松平岩之丞(毛利治元）殿御縁組、上使秋元但馬守・井上河内守
宝暦十二年十二月十五日 1762 7 御紐解
明和五年十一月一日 1768 13 御鉄漿初
明和八年十一月廿八日 1771 16 御金五千両
明和八年十二月七日 1771 16 御結納
明和八年十二月十八日 1771 16 御入輿御婚礼
明和八年十二月廿三日 1771 16 御里披
明和八年十二月廿八日 1771 16 御礼
安永元年二月廿九日 1772 17 類焼、田安御立退
安永三年二月 1774 19 水痘
安永五年四月 1776 21 麻疹、五月九日酒湯
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安永六年五月十一日 1777 22 山王参詣
安永六年十月四日 1777 22 有徳院様・心観院様幷凌雲院へ参詣
安永七年正月廿三日 1778 23 御着帯
安永七年正月廿七日 1778 23 御袖留
安永七年六月五日 1778 23 御女子御出生
安永七年九月廿九日 1778 23 大膳大夫殿願ニ付、節姫様ゟ宝蓮院様へ御願被成、宝蓮院様へ公方様御筆之絵御拝領
天明元年正月十五日 1781 26 御着帯
天明元年閏五月三日 1781 26 御女子御出生
寛政三年六月廿一日 1791 36 大膳大夫卒後、邦媛院ト御改、哲之進・儇之進養
寛政六年正月十日 1794 39 御住居類焼
寛政七年四月九日 1795 40 移徙
寛政十二年三月五日 1800 45 熱海湯治発足、四月十四日帰
文化二年九月廿七日 1805 50 五十之御賀
文化六年十一月九日 1809 54 麻布屋敷引移
文化十二年六月四日 1815 60 御卒去、御年六十、御道号寿山展興
文化十二年六月十三日 1815 60 貝塚青松寺御葬

6 脩（ヤヲ） 父：田安徳川宗武、母：林氏
宝暦六年十月十七日 1756 1 御誕生、御祝十八日
宝暦六年十月廿三日 1756 1 御七夜、御色直御祝兼と相見へ候
宝暦七年四月朔日 1757 2 御髪置、御箸初御内祝
宝暦九年正月中 1759 4 御疱瘡
宝暦十年四月三日 1760 5 御弘メ
宝暦十二年十二月廿三日 1762 7 御紐解
宝暦十三年七月朔日 1763 8 御簾中様御養、御順豊丸様（定国）之上
明和四年八月四日 1767 12 酒井左衛門尉忠徳御縁組、上使松平右京大夫・松平周防守
明和五年十二月十三日 1768 13 御鉄漿初
安永二年八月十八日 1773 18 御金五千両
安永二年八月廿五日 1773 18 山王御参詣
安永二年九月十八日 1773 18 御結納
安永二年十一月廿五日 1773 18 御引移
安永二年十二月朔日 1773 18 御婚礼
安永二年十二月七日 1773 18 御里披
安永五年六月四日 1776 21 麻疹
天明元年六月廿三日 1781 26 御袖留
天明七年六月 1787 32 妾腹女子お建養
文化四年三月廿六日 1807 52 柳原屋敷引移
文化九年九月廿五日 1812 57 右兵衛佐卒後、仙寿院ト御改
文政三年正月八日 1820 65 卒去、年六十四、法号照誉珠光智静
文政三年正月十九日 1820 65 増上寺塔頭清光寺葬

7 種（フサ） 父：田安徳川宗武、母：山村氏
明和二年七月十五日 1765 1 御誕生　
明和二年七月二十三日 1765 1 御七夜・御色直兼
明和二年十一月十五日 1765 1 御箸始
明和三年九月十五日 1766 2 御簾中様御養
明和三年十一月廿七日 1766 2 御髪置、御内々御祝
明和五年九月廿三日 1768 4 山王御宮参、一橋御殿御立寄
明和八年十二月十三日 1771 7 御紐解
安永三年十二月十六日 1774 10 種（タネ）姫ト御改
安永四年十月廿九日 1775 11 御養女御内意
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安永四年十一月朔日 1775 11 公方様御養女　上使松平右京大夫
安永四年十一月七日 1775 11 御本丸被為入
天明七年十一月廿七日 1787 23 嫁紀伊徳川治宝
寛政六年正月八日 1794 30 卒

8 定 父：田安徳川宗武、母：山村氏
明和四年二月五日 1767 1 御誕生
明和四年二月十一日 1767 1 御七夜・御色直
明和五年九月廿三日 1768 2 山王御宮参、一橋御殿御立寄
明和六年九月五日 1769 3 御簾中様御養
明和六年九月六日 1769 3 御髪置
明和六年十二月廿四日 1769 3 於義丸（越前松平治好）殿御縁組之儀、常磐橋ゟ御請被仰上
明和八年十二月十九日 1771 5 松平於義丸殿御縁組　松平右京大夫・板倉佐渡守
安永二年十一月朔日 1773 7 御紐解
安永六年十二月十一日 1777 11 田安御焼失、御本丸
安永六年十二月十八日 1777 11 四谷御屋敷
安永七年十二月十三日 1778 12 田安江御移
安永八年十二月十三日 1779 13 御鉄漿初
天明六年正月十八日 1786 20 宝蓮院（近衛久子）様御逝去ニ付御本丸へ御越候様　周防守殿
天明七年五月六日 1787 21 引取願済
天明七年五月廿一日 1787 21 御金五千両被進
天明七年六月五日 1787 21 御結納
天明七年六月十五日 1787 21 霊岸嶋御引移
天明七年六月廿三日 1787 21 御婚礼
天明八年二月廿三日 1788 22 御袖留・着帯
天明八年六月廿三日 1788 22 御廣方出生
寛政元年四月廿一日 1789 23 疱瘡、五月二日酒湯、日数七日祝有
寛政元年八月廿三日 1789 23 御膝直
寛政二年十一月十九日 1790 24 御義丸殿出生
寛政七年八月十六日 1795 29 常磐橋引移
寛政七年十二月十五日 1795 29 御台様御着帯ニ付御纈帯献上
享和二年正月 1802 36 住居焼失
文化三年三月四日 1806 40 類焼、霊岸嶋立退
文化四年七月廿八日 1807 41 常磐橋引移式、十一月十九日引移
文化九年四月三日 1812 46 仁之助殿養
文化十年正月八日 1813 47 卯上刻卒去、年四十七、御法名麗照院柔誉貞相固順
文化十年正月十九日 1813 47 西久保天徳寺御葬

0 裕宮貞子 父：閑院宮美仁親王、母：近衛内前娘、田安徳川斉荘の本妻
天明二年 1782 1 御誕生
寛政五年十二月十六日 1793 12 御縁組
寛政七年九月二十八日 1795 14 御首途、十月十六日御発駕、一条殿御逝去ニ付廿三日ニ成
寛政七年十一月十三日 1795 14 御下向、御迎常磐井、表使沢田
寛政七年十一月十八日 1795 14 田安御移
寛政七年十一月廿一日 1795 14 御結納
寛政七年十一月廿七日 1795 14 御婚礼
寛政八年正月十五日 1796 15 年始幷御膝直兼、御本丸
寛政九年十二月五日 1797 16 不時御登城
寛政十一年十月十五日 1799 18 不時御登城
寛政十二年正月廿三日 1800 19 御袖留、御着帯
寛政十二年五月廿一日 1800 19 御産、近姫様御誕生
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寛政十二年五月廿三日 1800 19 御水痘御届、六月朔日御酒湯、十一日御枕直
享和元年三月九日 1801 20 不時御登城
享和二年八月廿三日 1802 21 御着帯
享和三年正月八日 1803 22 静姫様御誕生、廿九日御枕直
文化四年四月十五日 1807 26 不時御登城
文化四年七月廿八日 1807 26 御着帯御内祝
文化四年十二月廿一日 1807 26 猶姫様御誕生、文化五年正月十一日御枕直
文化十年八月四日 1813 32 西丸御簾中様江御纈御上ケ
文化十四年十二月十一日 1814 36 御無卦入
文政元年十月六日 1818 37 御父閑院宮薨、十二日申来、廿九日御忌解
文政四年五月廿四日 1821 40 御所労、御床上ケ
文政五年五月九日 1822 41 御有卦入
文政八年九月廿九日 1825 44 御逝去、御年四十四、御法号無量院真寿見阿
文政八年十月八日 1825 44 御葬
文政九年八月晦日 1826 45 御宝塔供養

1 近 父：田安徳川斉匡、母：裕宮貞子
寛政十二年五月廿一日 1800 1 午中刻御誕生
寛政十二年五月廿七日 1800 1 従　公方様以女使御名御拝領　
寛政十二年六月七日 1800 1 御七夜祝儀、十一日御三七夜
寛政十二年九月廿九日 1800 1 御色直、御箸初
享和元年三月廿三日 1801 2 山王御宮参、御本丸御立寄
享和二年九月廿三日 1802 3 御髪置、御白髪従御本丸御拝領
文化元年正月十一日 1804 5 御疱瘡、廿一日御酒湯
文化二年十一月十九日 1805 6 此御方御縁組、上使牧野備前守・土井大炊頭
文化三年十二月二日 1806 7 御紐解
文化九年十一月廿一日 1812 13 御鉄漿初
文化十一年十月朔日 1814 15 御引移付、御金五千両外、御拝借金
文化十二年正月廿五日 1815 16 御結納被為請
文化十二年十一月廿三日 1815 16 神田橋江御逗留
文政二年四月五日 1819 20 御婚礼
文政五年三月十三日 1822 23 御袖留
文政七年五月 1824 27 御麻疹
天保元年四月廿二日 1830 31 御逝去、御歳三十一、御法号薇光院、凌雲院御葬

2 包（カネ） 父：田安徳川斉匡、母：覚氏
寛政十二年八月廿六日 1800 1 昼八時御誕生、御届廿七日
寛政十二年九月三日 1800 1 御七夜、御簾中様御養
寛政十二年十二月廿八日 1800 1 御色直
享和元年三月廿三日 1801 2 山王御宮参、御本丸御立寄
享和元年七月十六日 1801 2 御早世、御年二才、御法名瑶温院理乗純圓
享和元年七月十九日 1801 2 凌雲院御葬

3 静（キヨ） 父：田安徳川斉匡、母：裕宮貞子
享和三年正月八日 1803 1 御誕生
享和三年正月十四日 1803 1 御七夜
享和三年四月十八日 1803 1 御色直・御箸初
享和三年六月廿三日 1803 1 御卒去、御法名宝光院蓮心清影
享和三年六月廿五日 1803 1 未刻、凌雲院御葬

4 鑅（ヨリ） 父：田安徳川斉匡、母：八木氏
文化二年九月十八日 1805 1 昼八半時御誕生
文化二年九月廿九日 1805 1 御七夜・御色直、御簾中様御養
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文化三年二月二日 1806 2 御箸初
文化四年三月十一日 1807 3 山王御宮参、一橋御殿御立寄
文化四年九月十一日 1807 3 御髪置
文化八年十一月十九日 1811 7 御紐解
文化十年五月九日 1813 9 御縁組御内伺済、十九日御願備前殿へ出
文化十年五月廿三日 1813 9 松平常四郎定通御縁組、上使松平伊豆守・青山下野守
文化十五年正月廿九日 1818 14 御疱瘡、二月九日御酒湯、御祝者二月廿三日
文政二年正月十八日 1819 15 御結納
文政二年十二月廿三日 1819 15 御引移、御婚礼
文政七年四月三日 1824 20 御麻疹、御酒湯
文政十一年十一月十五日 1828 24 御袖留
天保六年六月廿四日 1835 31 貞寿院ト御改（六月四日定通没）
天保十一年九月十九日 1840 36 三田屋敷引移
万延元年八月十一日 1860 56 卒、葬于三田済海寺

5 某 父：田安徳川斉匡、母：河合氏
文化四年十月十日 1807 1 七半時御誕生、夜四半時御早世、御法名理照院顕了住圓
文化四年十月十二日 1807 1 凌雲院御葬

6 鋭（エツ） 父：田安徳川斉匡、母：斎藤氏
文化四年十一月七日 1807 1 御誕生
文化四年十一月十三日 1807 1 御七夜、御簾中様御養
文化六年十一月十八日 1809 3 御髪置
文化七年九月十九日 1810 4 山王御宮参、神田橋御立寄
文化九年三月廿八日 1812 6 御本丸初登城
文化十年十一月十五日 1813 7 御紐解
文化十一年 1814 8 御内伺済
文化十一年十二月十一日 1814 8 津軽雅之助（信順）江御縁組、上使牧野備前守・青山下野守
文政二年十一月十五日 1819 13 御鉄漿始
文政三年正月 1820 14 御疱瘡　十四日御酒湯
文政三年十二月十七日 1820 14 御葬去、十四歳、御法号縁理院心鑑本明
文政三年十二月廿二日 1820 14 上野凌雲院御葬

7 猶（ユウ、友子） 父：田安徳川斉匡、母：裕宮貞子
文化四年十二月廿一日 1807 1 御誕生
文化四年十二月廿七日 1807 1 御七夜、御色直兼
文化六年十一月十八日 1809 3 御髪置
文化七年九月十九日 1810 4 山王御宮参、神田橋御立寄
文化九年三月廿八日 1812 6 御本丸登城
文化十年十一月十五日 1813 7 御紐解
文化十年十二月廿五日 1813 7 要之丞様（家斉十三男）御縁組、御順近姫様御次、鑅姫様御上
文化十五年二月朔日 1818 12 御疱瘡　十三日御酒湯、御祝者二月廿三日
文政二年十一月十五日 1819 13 御鉄漿始、一橋御簾中様ヨリ御鉄漿始筆
文政六年六月十一日 1823 17 御無卦入
文政七年四月三日 1824 18 麻疹酒湯
文政九年二月十一日 1826 20 御結納
文政九年二月十八日 1826 20 御婚礼
文政九年二月廿七日 1826 20 年始御振合御登城
文政十一年四月十三日 1828 22 戸山
天保二年四月十三日 1831 25 御袖留
天保七年八月廿一日 1836 30 御簾中様ト称
天保十年五月三日 1839 33 市谷御屋形御引移
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弘化二年七月廿一日 1845 39 貞慎院様ト称
明治五年二月廿二日 1872 66 卒、葬于尾州名古屋建中寺

8 鐐 父：田安徳川斉匡、母：八木氏
文化五年閏六月六日 1808 1 御誕生
文化五年閏六月十三日 1808 1 御七夜、御簾中様御養
文化七年十一月十五日 1810 3 御髪置
文化九年三月十五日 1812 5 山王御宮参、神田橋御立寄
文化十年九月廿二日 1813 6 御縁組御内伺済、廿三日御願大炊頭へ出
文化十年九月廿八日 1813 6 酒井小五郎（忠発）へ御縁組、上使松平伊豆守・牧野備前守
文化十一年十一月十五日 1814 7 御紐解
文政元年二月七日 1818 11 御疱瘡、御弘無之、
文政三年十一月廿八日 1820 13 御鉄水始
文政七年 1824 17 御内々御麻疹
文政八年八月六日 1825 18 御有卦入
文政十一年正月廿三日 1828 21 御結納
文政十一年十一月廿五日 1828 21 柳原屋敷御逗留
文政十二年六月廿三日 1829 22 御婚礼
天保三年十一月朔日 1832 25 御袖留
天保十三年四月十五日 1842 35 神田橋屋敷御引移
嘉永元年二月四日 1848 41 酒井長次郎養

9 欽（ヤス）、後金 父：田安徳川斉匡、母：斎藤氏
文化六年五月十六日 1809 1 四半時過御誕生
文化六年七月廿三日 1809 1 御七夜・御色直、御簾中様御養
文化八年十一月十九日 1811 3 御髪置
文化九年三月十五日 1812 4 山王御宮参、神田橋御立寄
文化十二年十二月朔日 1815 7 御紐解
文化十四年三月十八日 1817 9 疱瘡内々酒湯
文政四年三月 1821 13 津軽大隅守（信順）御縁組内伺済
文政四年四月廿七日 1821 13 御縁組　上使土井大炊頭・大久保加賀守
文政五年十一月十五日 1822 14 御結納
文政七年 1824 16 御内々御麻疹
文政八年五月六日 1825 17 御有卦入
文政九年十一月廿三日 1826 18 御引移御婚礼
文政十一年二月廿日 1828 20 暁御住居焼失、田安御退
文政十一年八月廿四日 1828 20 本所仮御住居御帰
天保十一年十一月朔日 1840 32 金姫ト御改
嘉永四年九月十四日 1851 43 卒、諡仙桜院、葬于東叡山中津梁院

10 猗（ヨシ） 父：田安徳川斉匡、母：篠崎氏
文化八年三月十三日 1811 1 夜四半過御誕生
文化八年三月十九日 1811 1 御七夜、御簾中様御養
文化八年七月廿三日 1811 1 御箸初
文化十年六月十六日 1813 3 御縁組御内伺済、廿四日御願出
文化十年六月二十八日 1813 3 松平永太郎（定和）江御縁組　上使松平伊豆守・牧野備前守
文化十年十一月十五日 1813 3 御髪置
文化十一年三月十九日 1814 4 御宮参、一橋御屋形御立寄
文化十三年十一月廿八日 1816 6 築地楽翁殿住居御逗留
文化十四年五月廿九日 1817 7 御卒去、御年十七、御法号浄潭院普見覚影
文化十四年六月四日 1817 7 築地御出棺、凌雲院御葬送
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11 恒（ヒサ）、永 父：田安徳川斉匡、母：高月氏
文化十二年四月十九日 1815 1 生
文化十四年十二月十五日 1817 3 御弘メ
文化十四年十二月十八日 1817 3 髪置内祝、同日御簾中様御養
文政二年正月廿五日 1819 5 恒（ヒサノ）姫御改
文政二年十二月十五日 1819 5 疱瘡
文政二年十二月廿三日 1819 5 御逝去、御年五、号麗容院体仁含章
文政二年十二月廿六日 1819 5 御葬送

12 歳（セイ） 父：田安徳川斉匡、母：高月氏
文化十三年十二月十七日 1816 1 御誕生
文化十五年二月廿九日 1818 3 御疱瘡、表向無之
文化十五年三月八日 1818 3 卒、三歳、号善地院了現順行

13 三千 父：田安徳川斉匡、母：篠崎氏
文化十五年三月廿七日 1818 1 生
文政三年正月八日 1820 3 御卒去、耀光院真性圓淳

14 愛（アイ） 父：田安徳川斉匡、母：八木氏
文政元年十二月廿一日 1818 1 生
文政三年十一月廿八日 1820 3 御髪置
文政四年正月廿五日 1821 4 御弘、御届
文政五年二月廿三日 1822 5 御宮参、一橋御立寄
文政五年五月九日 1822 5 御有卦入
文政五年九月二日 1822 5 直七郎（尾張徳川斉温）様御縁組、青山下野・阿部備中守
文政五年九月九日 1822 5 御順、猶姫様御次
文政七年 1824 7 御内々御麻疹
文政八年二月二日 1825 8 御紐解　
文政九年十一月廿一日 1826 9 御結納
文政十年十一月廿三日 1827 10 市谷（尾張邸）御引移
文政十一年十一月十一日 1828 11 御婚礼
天保元年十月十一日 1830 13 御登城
天保二年十一月十一日 1831 14 御鉄漿初
天保三年十二月七日 1832 15 御逝去、御法号琮樹院、十五歳
天保三年十二月廿日 1832 15 西久保天徳寺御葬

15 千重 父：田安徳川斉匡、母：篠崎氏
文政四年三月十四日 1821 1 生
文政七年 1824 4 御内々御麻疹
文政八年二月朔日 1825 5 御丈夫御届
文政八年二月五日 1825 5 御簾中様御養
文政八年十二月十三日 1825 5 御疱瘡治定
文政十年十二月朔日 1827 7 紐解
文政十二年三月廿九日 1829 9 御宮参、一橋御屋形御立寄
天保五年二月五日 1834 14 御鉄漿初
天保七年十一月二日 1836 16 神田橋御逗留、同十年田安へ御帰殿
天保十三年四月廿九日 1842 22 松平右近将監（鶴田武成）御縁組
弘化二年九月廿七日 1845 25 御結納
弘化二年十二月十八日 1845 25 御婚礼
弘化四年十一月廿八日 1847 27 右近将監卒去及永寿院御改
万延元年正月七日 1860 40 卒、葬于谷中善性寺

16 純 父：田安徳川斉匡、母：高月氏
文政四年五月十八日 1821 1 生

108



文政七年 1824 4 御内々御麻疹
文政八年二月朔日 1825 5 御丈夫御届
文政八年二月五日 1825 5 御簾中様御養
文政九年正月七日 1826 6 御疱瘡御治定、十六日御酒湯
文政十年十二月朔日 1827 7 御紐解
文政十二年三月廿九日 1829 9 御宮参、一橋御屋形御立寄
天保五年二月五日 1834 14 御鉄漿初
天保七年十一月二日 1836 16 神田橋御屋敷御逗留
天保十年 1839 19 田安へ御帰殿
弘化三年十二月廿七日 1846 26 立花次郎（鑑寛）御縁組
弘化四年七月廿五日 1847 27 御結納
弘化四年十一月廿二日 1847 27 御婚礼
嘉永四年三月十六日 1851 31 袖留

17 弥 父：田安徳川斉匡、母：高月氏
文政六年四月十六日 1823 1 生
文政九年正月十二日 1826 4 御卒去、四才、号円証院真善寂妙

18 至（ムネ） 父：徳川斉匡、母：木村氏
文政八年十一月三日 1825 1 生
文政九年八月十六日 1826 2 卒、号寂照院理明善達、二才

19 筆 父：田安徳川斉匡、母：木村氏
天保元年七月廿三日 1830 1 生
天保三年十一月十五日 1832 3 御髪置
天保七年三月 1836 7 疱瘡
天保七年八月六日 1836 7 丈夫届
天保七年十二月廿三日 1836 7 御紐解
天保八年十一月二日 1837 8 御宮参
天保十三年十一月廿三日 1842 13 御鉄漿初
弘化四年十一月十二日 1847 18 松平肥前（鍋島斉正）へ縁組
弘化四年十二月九日 1847 18 結納
弘化四年十二月廿三日 1847 18 御移
嘉永二年十二月廿三日 1849 20 婚礼

1 勝 父：田安徳川斉荘、母：笹本氏
天保三年四月廿三日 1832 1 生
天保三年四月廿八日 1832 1 名拝領
天保四年七月十八日 1833 2 夭、二才、号瑶理院玉香妙性

2 利 父：田安徳川斉荘、母：宮田氏
天保七年六月廿八日 1836 1 生
天保七年七月五日 1836 1 名拝領
天保七年十一月廿一日 1836 1 御色直・御箸初
天保九年十二月五日 1838 3 御髪置、御白髪大御台様より
天保十年五月三日 1839 4 市谷（尾張邸）御引移

註１）「諸家系譜」八から作成した。年月日には干支が併記されているが、削除した。履歴は記載通りとしたが、事典等により（ ）内を補ったものがある。
註２）網掛けの記事は『徳川諸家系譜』三所収「田安徳川家記系譜」から補った。
註３）順の０は妻、１以降は娘の出生順を指す。なお、男子の出生は含まない。
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か
ら
女
使
を
も
っ
て
「
御
名
」
を
拝
領
し
た
。
同
じ
嫡
出
子
で
も
、
次
女
と
四
女
に
は

そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
斉
匡
の
嫡
出
長
女
の
場
合
も
、
七
夜
に
将
軍
よ
り
女
使
を

も
っ
て
「
御
名
」
を
拝
領
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
嫡
出
次
女
以
下
に
は
そ
の
よ
う
な
記

述
は
な
い
。
将
軍
か
ら
の
実
名
拝
領
と
い
う
名
誉
を
記
載
漏
れ
す
る
こ
と
は
考
え
に
く

い
の
で
、
実
名
拝
領
は
田
安
徳
川
家
の
嫡
出
長
女
に
与
え
ら
れ
た
特
権
と
み
な
さ
れ
よ

う（
８
）。

　

な
お
、
斉
匡
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
二
月
二
十
五
日
に
斉
荘
（
十
一
代
将
軍

徳
川
家
斉
の
十
三
男
）
を
養
子
に
迎
え
た
。
斉
荘
に
は
二
人
の
庶
出
女
子
（
勝
・
利
）

が
生
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
名
の
拝
領
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
血
縁
で
は
、
将
軍
家
斉

の
孫
娘
に
あ
た
る
か
ら
だ
ろ
う
。

③
色
直
・
箸
初
（
一
歳
）

　

誕
生
し
て
百
一
日
目
に
、
白
色
の
衣
服
か
ら
色
の
あ
る
衣
服
に
着
替
え
る
。
誠
の
場

合
は
、
日
取
り
通
り
に
色
直
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
宗
武
の
嫡
出
次
女
裕
は
早
世
。
庶

出
三
女
淑
は
記
載
が
な
く
不
明
。
嫡
出
四
女
貞
は
七
夜
の
記
述
が
な
く
、
五
か
月
後
に

色
直
と
箸
初
が
同
時
に
行
わ
れ
、
嫡
出
五
女
節
は
七
夜
の
日
に
色
直
も
行
わ
れ
、
五
か

月
後
に
箸
初
が
あ
っ
た
。
庶
出
六
女
脩
と
庶
出
七
女
種
は
、
や
は
り
七
夜
の
日
に
色
直

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
嫡
庶
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
女
以
下
は
一
歳
に
行
わ
れ
る
七

夜
・
色
直
・
箸
初
が
同
時
に
行
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
行
事
自
体
が
省
略
さ
れ
た
り
し

た
。
右
の
傾
向
は
、
斉
匡
の
娘
た
ち
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

④
宮
参
り

　

誕
生
後
、
男
子
は
三
十
二
日
目
、
女
子
は
三
十
三
日
目
に
産
土
に
社
参
す
る
と
さ
れ

る
が
、
田
安
徳
川
家
で
は
宮
参
り
の
時
期
は
一
定
し
て
い
な
い
。
誠
の
場
合
は
、
誕
生

後
約
六
か
月
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
丸
登
城
と
連
動
す

る
た
め
、
日
程
調
整
等
の
事
情
で
延
引
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
産
土
は
、
全
員
、
山
王

社
に
宮
参
り
を
し
た
が
、
宗
武
嫡
出
四
女
貞
は
名
代
派
遣
で
済
ま
せ
て
い
る
。

を
変
え
た
久
子
が
後
家
と
な
っ
て
田
安
徳
川
家
を
守
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
正
月
十
二
日
に
久
子
が
没
す
る
と
、
翌
七
年
六
月
に
斉
匡
（
一
橋
徳

川
治
済
の
三
男
）
が
田
安
徳
川
家
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

斉
匡
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
二
十
七
日
に
裕
宮
貞
子
（
父
は
閑
院
宮

美
仁
親
王
、
母
は
近
衛
内
前
の
娘
）
と
婚
姻
し
た
。
貞
子
か
ら
は
、
長
女
近
、
三
女
静き
よ

（
早
世
）、
七
女
猶ゆ
う

の
三
女
が
生
ま
れ
た
。
男
子
の
出
生
は
な
い
。
よ
っ
て
、
嫡
出
子
は

三
女
の
み
で
あ
る
。

　

庶
出
子
は
、
筧
氏
か
ら
長
男
剛
之
丞
（
早
世
）・
次
女
包か
ね

、
斎
藤
氏
か
ら
次
男
益
千

代
（
匡
時
）・
六
女
鋭え
つ

・
九
女
欽や
す

（
金
）、
八
木
氏
か
ら
四
女
鑅よ
り

・
八
女
鐐
・
十
四
女

愛あ
い
・
六
男
房
之
助
（
慶
寿
）・
七
男
総
之
助
（
早
世
）、
河
合
氏
か
ら
五
女
某
（
早
世
）・

四
男
謙
三
郎
（
早
世
）、
高
月
氏
か
ら
十
一
女
恒ひ
さ

（
永
）・
十
二
女
歳せ
い・

五
男
郁
之
助
（
斉

位
）・
十
六
女
純
・
十
七
女
弥
・
八
男
郁
之
助
（
早
世
）、
篠
崎
氏
か
ら
十
女
猗よ
し

・
十
三

女
三
千
・
十
五
女
千
重
・
九
男
群
之
助
（
慶
頼
）、
木
村
氏
か
ら
十
八
女
至む
ね

・
九
男
錦
之

丞
（
慶
永
）
十
九
女
筆
・
十
男
鎰
麻
呂
（
慶
蔵
）
が
生
ま
れ
た
。
よ
っ
て
、
庶
出
子
は

十
六
女
・
十
男
の
計
二
十
六
人
で
あ
る
。
斉
匡
の
子
は
、全
部
で
十
九
女
・
十
男
と
な
る
。

右
の
う
ち
、
次
女
以
下
は
行
事
が
省
略
さ
れ
た
り
、
行
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
記
事
が

省
略
さ
れ
た
り
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
、
本
章
で
は
宗
武
の
嫡
出
長
女
と
し
て
生

ま
れ
た
誠
を
基
本
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
上
げ
、
他
の
女
子
と
の
比
較
を
行
い
、
基
本
事

項
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

①
誕
生
（
一
歳
）

　

出
生
は
「
御
誕
生
」
と
記
さ
れ
る
が
、斉
匡
十
一
女
か
ら
は
単
に
「
生
」
と
記
さ
れ
た
。

誠
の
出
生
に
際
し
て
は
、
蟇
目
役
と
竹
刀
役
が
任
命
さ
れ
た
。
通
例
で
は
、
こ
れ
に
矢

取
役
が
加
わ
る
。
宗
武
庶
出
三
女
淑
の
記
述
で
は
、
魔
除
け
の
儀
礼
で
あ
る
蟇
目
・
矢

取
役
、
出
産
に
際
し
て
必
要
な
竹
刀
を
進
上
す
る
担
当
者
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
誠

の
場
合
も
矢
取
役
の
任
命
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
七
夜
（
一
歳
）

　

出
生
し
て
七
日
目
に
、
七
夜
の
祝
儀
が
あ
り
、
名
づ
け
が
行
わ
れ
る
。
誠
は
、
将
軍
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⑤
本
丸
登
城

　

誠
は
、山
王
社
へ
の
宮
参
り
後
に
、江
戸
城
本
丸
へ
登
城
し
た
。「
江
戸
幕
府
日
記
」（
国

立
公
文
書
館
蔵
、
以
下
同
じ
）
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
正
月
十
二
日
条
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　

一
、
誠
姫
今
日
宮
参
相
済
、　

御
本
丸
大
奥
江
罷
上
、

　
　

但
、
右
ニ
付
御
取
か
ハ
し
等
有
之
、

　
　

巻
物
三　
　
　
　
　

加
藤
甲
斐
守

　
　

右
誠
姫
宮
参
り
、
初
而　

御
本
丸
江
供
仕
候
ニ
付
被
下
之
、

　
　

右
於
土
圭
間
中（
本
多
忠
良
）

務
大
輔
申
渡
之
、
不
及
列
座
、

　
「
諸
家
系
譜
」
で
は
単
に
本
丸
登
城
と
な
っ
て
い
た
が
、
登
城
場
所
は
本
丸
大
奥
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
定
す
る
。
よ
っ
て
、
以
下
本
丸
登
城
と
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
大
奥
へ

の
登
城
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
日
に
は
、
宗
武
（「
右
衛
門
督
」）
が
登
城
し
、
本
丸
奥
に

あ
る
笹
之
間
で
老
中
本
多
中
務
大
輔
忠
良
に
昨
日
の
礼
を
述
べ
た
。
将
軍
家
斉
よ
り
祝

儀
を
贈
ら
れ
、
田
安
へ
は
渋
谷
和
泉
守
良
信（
９
）（

側
衆
）、
山
王
社
へ
は
大
島
近
江
守
以

興（
（1
（

（
小
納
戸
頭
取
）
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　

同
年
二
月
六
日
に
誠
は
西
の
丸
に
登
城
し
、
世
子
家
重
（「
右
大
将
」）
に
初
め
て
対

面
し
た
。
こ
れ
以
外
で
誠
が
江
戸
城
に
登
城
し
た
記
録
は
確
認
で
き
な
い（
（1
（

。

　

宗
武
庶
出
三
女
淑
は
、
三
か
月
後
に
宮
参
り
と
な
っ
た
。
そ
の
前
日
に
本
妻
の
養
い

と
な
っ
て
届
が
出
さ
れ
て
お
り
、
宮
参
り
後
に
本
丸
に
立
ち
寄
っ
た
。
嫡
出
四
女
貞
は

三
歳
で
宮
参
り
と
な
っ
た
が
、
名
代
派
遣
で
あ
り
、
四
歳
時
に
山
王
社
に
参
詣
し
、
そ

の
三
か
月
後
に
本
丸
登
城
と
な
っ
た
。
嫡
出
五
女
節
は
、
誕
生
か
ら
三
か
月
後
に
宮
参

り
を
し
た
の
ち
一
橋
邸
を
訪
ね
て
お
り
、
本
丸
初
登
城
は
翌
年
と
な
っ
て
い
る
。
六
女

か
ら
八
女
は
庶
出
子
の
た
め
か
、
誕
生
後
の
本
丸
登
城
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
庶
出
七
女
種
は
十
一
歳
の
時
に
十
代
将
軍
家
治
の
養
女
と
な
り
、
本
丸
大

奥
に
入
っ
て
育
て
ら
れ
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
紀
伊
徳
川
治
宝
に
嫁
ぐ
ま
で
大

奥
で
過
ご
し
た
。
庶
出
八
女
定
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
と
同
八
年
、
天
明
三
年

に
嫡
母
近
衛
久
子
（
宝
蓮
院
）
に
連
れ
ら
れ
て
江
戸
城
本
丸
奥
で
催
さ
れ
た
能
を
観
た

（
近
衛
久
子
の
履
歴
参
照
）。
安
永
六
年
十
二
月
に
田
安
邸
が
焼
失
す
る
と
、
嫡
母
と
と

も
に
本
丸
に
退
去
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
明
六
年
に
嫡
母
が
没
す
る
と
江
戸
城
本
丸
に

引
き
取
ら
れ
、
越
前
松
平
治
好
に
嫁
ぐ
ま
で
本
丸
で
過
ご
し
た
。

　

斉
匡
の
嫡
出
長
女
近
は
、
二
歳
で
山
王
社
に
宮
参
り
を
し
た
後
、
本
丸
に
登
城
し
た
。

庶
出
次
女
包
も
、
二
歳
で
宮
参
り
後
に
本
丸
に
登
城
し
た
。
こ
れ
は
誕
生
時
に
出
生
届

が
出
さ
れ
、
七
夜
に
斉
匡
本
妻
の
養
い
と
な
っ
て
お
り
、
嫡
出
子
の
扱
い
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
嫡
出
三
女
静
は
早
世
、
庶
出
四
女
鑅
は
三
歳
で
宮
参
り
後
に
一
橋
邸
に
立

ち
寄
っ
た
。
本
丸
登
城
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
庶
出
五
女
は
早
世
、
庶
出
六
女
鋭
は

四
歳
で
宮
参
り
後
に
一
橋
邸
（
神
田
橋
）
に
立
ち
寄
り
、六
歳
で
本
丸
に
初
登
城
し
た
。

い
ず
れ
も
七
夜
に
本
妻
と
養
子
縁
組
を
し
、
嫡
出
子
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。
嫡
出
七

女
猶
は
、
四
歳
で
宮
参
り
後
に
一
橋
邸
に
立
ち
寄
り
、
五
歳
で
本
丸
に
初
登
城
し
た
。

八
女
以
下
の
庶
出
女
子
は
、
本
丸
登
城
の
記
事
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。

⑥
髪
置
（
三
歳
）

　

幼
児
が
頭
髪
を
初
め
て
伸
ば
す
時
に
す
る
儀
式
で
、
武
家
・
民
間
で
は
三
歳
の
十
一

月
十
五
日
に
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
。
誠
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
六
月

二
十
五
日
に
髪
置
の
祝
儀
が
あ
っ
た
。
三
歳
で
は
あ
る
が
、十
一
月
十
五
日
で
は
な
い
。

年
齢
で
は
、
宗
武
庶
出
六
女
脩
と
同
庶
出
七
女
種
が
二
歳
で
髪
置
を
し
た
が
、
他
は
み

な
三
歳
で
行
っ
た
。
十
一
月
十
五
日
に
髪
置
を
し
た
の
は
斉
匡
庶
出
八
女
鐐
、
同
庶
出

十
女
猗
と
同
庶
出
十
九
女
筆
の
三
例
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
誠
に

は
、
白
髪
を
高
家
堀
川
（
有
馬
）
兵
部
大
輔
広
益
の
妻（
（1
（

（
万
里
小
路
中
納
言
妹
）
が
進

上
し
た
。
他
の
娘
に
も
白
髪
の
進
上
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
記
載
は
ほ
と
ん
ど
省

略
さ
れ
て
い
る
。

⑦
紐
解
（
七
歳
）

　

幼
児
が
そ
れ
ま
で
の
付
け
帯
を
と
り
、
初
め
て
普
通
の
帯
を
付
け
る
祝
儀
で
あ
る
。

女
子
は
七
歳
の
時
に
行
う
と
さ
れ
る
が
、
誠
の
場
合
は
九
歳
な
の
で
二
年
遅
い
。
た
だ

し
、
斉
匡
庶
出
十
四
女
愛
が
八
歳
で
紐
解
を
し
た
以
外
は
、
全
員
、
七
歳
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
誠
の
場
合
は
何
ら
か
の
事
情
で
九
歳
に
遅
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
娘
二
十
九
人
の
う
ち
、
十
一
人
が
七
歳
以
下
で
早
世
し
た
。
よ
っ
て
、
七
歳

ま
で
の
生
存
率
は
六
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
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一
方
、
疱
瘡
の
十
四
例
（
表
３
）
は
い
ず
れ
も
二
十
歳
未
満
で
罹
患
し
て
お
り
、
年

齢
の
近
い
姉
妹
が
同
時
に
罹
患
し
た
例
も
あ
る
が
、
特
定
の
年
に
流
行
す
る
と
い
っ
た

傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。

　

麻
疹
・
疱
瘡
の
他
で
は
、
宗
武
嫡
出
五
女
節
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
二
月
に

十
九
歳
で
水
痘
に
罹
っ
た
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
五
月
二
十
三
日
に
は
、
裕
宮

貞
子
が
十
九
歳
で
水
痘
に
罹
っ
た
こ
と
が
届
け
ら
れ
、
六
月
一
日
に
酒
湯
、
十
一
日
枕

直
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
娘
も
水
痘
に
罹
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
記
述
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。

　

罹
患
す
る
と
表
向
に
報
告
さ
れ
る
が
、
庶
出
子
に
な
る
と
報
告
さ
れ
ず
、
内
々
の
扱

い
と
な
っ
た
。
斎
匡
庶
出
十
二
女
歳
は
、
三
歳
で
疱
瘡
に
罹
り
、
表
向
へ
の
報
告
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
没
し
た
。
い
ず
れ
も
快
復
す
る
と
、
酒
湯
の
祝
儀
が
あ
っ
た
。

⑧
鉄
漿
初
（
十
三
歳
）

　

初
め
て
鉄
漿
を
つ
け
る
儀
式
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
女
子
は
成
人
と
な
る
。
斉
匡

庶
出
十
四
・
十
五
・
十
六
女
が
十
四
歳
で
行
っ
た
他
は
、
い
ず
れ
も
十
三
歳
で
一
定
し
て

い
る
。

⑨
麻
疹
・
疱
瘡
・
水
痘

　

麻
疹
は
二
歳
か
ら
五
歳
の
幼
児
が
罹
り
や
す
い
ウ
ィ
ル
ス
性
の
病
気
と
さ
れ
る
が
、

表
２
の
十
二
例
の
う
ち
、
五
歳
以
下
で
罹
患
し
た
の
は
二
例
に
過
ぎ
な
い
。
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
に
三
人
と
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
八
人
が
一
度
に
罹
患
し
た
。
最

高
齢
は
二
十
七
歳
で
あ
る
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
麻
疹
が
流
行
し
た
年
に
罹
患
す
る
傾

向
が
わ
か
る
。

表2　麻疹罹患記事一覧
番号 父 出生順 年齢 罹患年月日 病名

1 宗武 1 12 宝暦二年十一月十一日 御麻疹御酒湯
2 宗武 4 26 安永五年四月 麻疹
3 宗武 5 21 安永五年四月 麻疹、五月九日酒湯
4 宗武 6 21 安永五年六月四日 麻疹
5 斉匡 1 27 文政七年五月 御麻疹
6 斉匡 4 20 文政七四月三日 御麻疹、御酒湯
7 斉匡 7 18 文政七年四月三日 麻疹酒湯
8 斉匡 8 17 文政七年 御内々御麻疹
9 斉匡 9 16 文政七年 御内々御麻疹
10 斉匡 14 7 文政七年 御内々御麻疹
11 斉匡 15 4 文政七年 御内々御麻疹
12 斉匡 16 4 文政七年 御内々御麻疹

表３　疱瘡罹患記事一覧
順番 父 出生順 年齢 罹患年月日 病名

1 宗武 3 7 寛延三年三月廿三日 御疱瘡、四月五日御酒湯
2 宗武 5 4 宝暦九年正月十六日 御疱瘡、廿七日御酒湯
3 宗武 6 4 宝暦九年正月中 御疱瘡
4 斉匡 1 5 文化元年正月十一日 御疱瘡、廿一日御酒湯
5 斉匡 4 14 文化十五年正月廿九日 御疱瘡、二月九日御酒湯、

御祝者二月廿三日
6 斉匡 6 14 文政三年正月 御疱瘡　十四日御酒湯
7 斉匡 7 12 文化十五年二月朔日 御疱瘡　十三日御酒湯、

御祝者二月廿三日
8 斉匡 8 11 文政元年二月七日 御疱瘡、御弘無之、
9 斉匡 9 9 文化十四年三月十八日 疱瘡内々酒湯
10 斉匡 11 5 文政二年十二月十五日 疱瘡
11 斉匡 12 3 文化十五年二月廿九日 御疱瘡、表向無之
12 斉匡 15 5 文政八年十二月十三日 御疱瘡治定
13 斉匡 16 6 文政九年正月七日 御疱瘡御治定、十六日御

酒湯
14 斉匡 19 7 天保七年三月 疱瘡
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⑩
弘
め
と
養
い

　

嫡
出
女
子
の
場
合
は
、
出
生
と
同
時
に
そ
の
披
露
（「
弘
め
」）
が
あ
っ
た
。
嫡
出
長

女
の
場
合
は
、
将
軍
か
ら
名
を
拝
領
す
る
の
で
、
す
ぐ
に
届
け
が
出
さ
れ
た
。「
江
戸

幕
府
日
記
」
が
残
る
例
で
確
認
す
る
と
、
斉
匡
嫡
出
長
女
近
の
場
合
は
、
誕
生
当
日
の

「
江
戸
幕
府
日
記
」
寛
政
十
二
年
五
月
二
十
一
日
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
、
右
衛
門
督
殿
御
簾
中
御
出
産
、
御
女
子
御
出
生
、

　

ま
た
、
斉
匡
嫡
出
三
女
静
が
誕
生
し
た
「
江
戸
幕
府
日
記
」
享
和
三
年
正
月
八
日
条

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
、
右（

斉

匡

）

衛
門
督
殿
御（
裕
宮
貞
子
）

簾
中
出
産
女
子
出
生
ニ
付
、
為
御
歓
、

　
　
　

公（
家
斉
）方

様　
　

大（
家
慶
）

納
言
様

　
　
　

御
（
近
衛
寔
子
）台
様
よ
り
女
中　

御
使
被
遣
之
、

　
　

一
、
右
ニ
付
老
中
・
若
年
寄
中
、
御
側
衆
を
以
、
恐
悦
申
上
之
、
西
丸
江
者
不
相
越
、

　

右
に
あ
る
よ
う
に
、
本
妻
（「
御
簾
中
」）
の
出
産
は
慶
事
（「
御
歓
」）
で
あ
り
、
将

軍
・
世
嗣
・
御
台
所
よ
り
使
者
が
田
安
徳
川
家
に
派
遣
さ
れ
た
。
同
時
に
老
中
・
若
年

寄
が
側
衆
を
も
っ
て
将
軍
に
「
恐
悦
」
を
言
上
し
た
。

　

一
方
、
翌
日
正
月
九
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一�

、
右（

斉

匡

）

衛
門
督
殿
産
穢
、
民（
一
橋
徳
川
治
済
）

部
卿
殿
御
差
留
ニ
付
登　

城
無
之
、

　

出
産
は
慶
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
産
穢
が
発
生
す
る
た
め
、
登
城
差
し
控
え
と
な
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
出
産
の
有
無
は
届
け
出
る
必
要
が
あ
っ
た（
（1
（

。

　

宗
武
庶
出
三
女
淑
は
七
夜
で
本
妻
の
養
い
と
な
り
、
届
け
が
出
さ
れ
た
。
出
生
順
の

早
い
子
は
七
夜
に
養
い
と
な
る
例
が
多
く
、
斉
匡
の
場
合
は
庶
出
十
女
ま
で
が
七
夜
に

本
妻
の
養
い
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
成
長
の
見
通
し
が
立
っ
た
段
階
、
あ
る
い
は
婚

礼
時
期
が
近
付
い
た
段
階
で
、
表
向
き
に
弘
め
が
あ
り
嫡
母
の
養
い
と
な
っ
て
親
類
づ

き
あ
い
が
始
ま
り
、
贈
答
の
対
象
と
な
り
、
家
族
の
中
で
の
席
順
が
決
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
月
番
老
中
に
丈
夫
届
が
提
出
さ
れ
、
公
的
に
認
知
さ
れ
た（
（1
（

。

　

本
妻
の
養
い
と
な
れ
ば
、
嫡
出
子
と
変
わ
ら
な
い
待
遇
が
与
え
ら
れ
た
。
と
く
に
宗

武
庶
出
七
女
種
は
注
目
さ
れ
る
。
種
は
二
歳
で
本
妻
の
養
い
と
な
り
、
十
一
歳
で
将
軍

家
治
の
養
女
と
な
っ
て
江
戸
城
本
丸
大
奥
に
入
り
、「
種
姫
」
か
ら
「
種
姫
君
」
に
呼

称
を
変
え
、
家
治
の
「
御
部
屋
様
」
よ
り
席
順
は
上
と
な
っ
た
。
二
十
三
歳
で
紀
伊
徳

川
治
宝
に
嫁
ぐ
際
に
、
紀
伊
家
で
は
種
の
扱
い
を
「
姫
君
様
」
と
す
る
か
、
紀
伊
徳
川

家
の
妻
の
格
式
で
あ
る
「
御
簾
中
並
」
と
す
る
か
を
問
い
合
わ
せ
、「
姫
君
様
」
の
格

と
す
る
旨
の
返
答
を
受
け
た
。
つ
ま
り
、紀
伊
徳
川
家
本
妻
の
通
常
の
格
式
で
あ
る「
御

簾
中
」
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
高
い
「
姫
君
様
」（
将
軍
家
出
身
の
娘
）
の
格
式
の
扱

い
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
（1
（

。
田
安
徳
川
家
に
お
け
る
生
母
の
出
自
に
よ
る
嫡
庶

の
差
は
、
ま
っ
た
く
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
女
子
の
場
合
は
本
妻
の
養
い
と
な
る
こ
と
で
、
嫡
庶
の
差
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
る
と
い
え
よ
う
。子
が
少
な
い
段
階
で
は
七
夜
に
嫡
母
の
養
い
と
な
る
が
、

子
が
増
え
て
く
る
と
、
成
長
の
見
通
し
が
立
っ
た
段
階
、
あ
る
い
は
婚
礼
時
期
が
近
付

い
た
段
階
で
嫡
母
の
養
い
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
斉
匡
庶
出
十
九
女
筆
は
誕
生

時
に
す
で
に
裕
宮
貞
子
が
没
し
て
い
た
た
め
養
い
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
七
歳
で
疱
瘡

を
終
え
た
の
ち
に
丈
夫
届
が
出
さ
れ
、
十
八
歳
で
鍋
島
斉
正
と
の
縁
組
が
取
り
決
め
ら

れ
、
二
十
歳
で
婚
姻
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
み
れ
ば
、
近
世
後
期
に
本
妻
の
養
い
と
な
る

こ
と
は
表
向
き
の
こ
と
で
あ
り
、
本
妻
不
在
の
場
合
で
も
丈
夫
届
を
出
す
こ
と
で
子
と

し
て
認
知
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

二
、
婚
姻
の
手
続
き

⑪
縁
組
・
結
納
・
婚
礼
・
里
披
（
膝
直
）

　

婚
姻
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
宗
武
と
斉
匡
の
本
妻
二
人
の
事
例
か
ら
基
本
事
項
を

押
さ
え
て
お
く
。

　

ま
ず
、
宗
武
の
本
妻
と
な
る
近
衛
久
子
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
九
月
十
五
日

に
京
都
に
誕
生
、
同
十
八
年
十
三
歳
で
江
戸
に
下
り
、
江
戸
城
二
の
丸
に
入
っ
た
。
こ

こ
は
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
本
妻
天
英
院
（
近
衛
煕
子
）
が
暮
ら
し
て
お
り
、
天
英
院

付
の
秀
小
路
が
迎
え
の
使
者
と
な
っ
た
。
翌
十
九
年
に
天
英
院
（「
一
位
様
」）
か
ら

縁
組
が
申
し
入
れ
ら
れ
、
享
保
二
十
年
二
月
二
十
八
日
に
十
五
歳
で
結
納
、
同
年
七

月
十
二
日
に
手
当
米
五
百
俵
・
金
三
千
両
、
外
に
二
百
俵
が
渡
さ
れ
、
同
年
十
一
月

二
十
五
日
に
さ
ら
に
将
軍
か
ら
守
刀
・
壷
・
伽
羅
な
ど
の
進
物
が
贈
ら
れ
、
十
二
月

十
八
日
に
婚
礼
と
な
っ
た
。
以
後
は
「
御
簾
中
様
」
と
称
え
ら
れ
た
。
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方
か
ら
事
前
に
内
伺
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
四
女
以
下
も
同
様
で

あ
る
。

　

嫡
出
四
女
貞
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
五
月
十
六
日
に
十
七
歳
で
縁
組
内
伺
が

済
み
、
同
年
五
月
二
十
三
日
に
松
平
相
模
守
（
池
田
重
寛
）
と
縁
組
が
許
さ
れ
、
上

使
松
平
右
近
将
監
武
元
・
松
平
周
防
守
康
福
が
派
遣
さ
れ
た
。
七
月
八
日
に
は
金
五
千

両
を
拝
領
し
、
さ
ら
に
五
千
両
を
拝
借
し
た
。
翌
明
和
五
年
二
月
七
日
に
婚
礼
、
二
月

十
三
日
に
膝
直
と
な
っ
た
。

　

嫡
出
五
女
節
は
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
十
月
十
三
日
に
五
歳
で
縁
組
の
内
伺
を

済
ま
せ
、
翌
十
一
年
六
月
四
日
に
六
歳
で
松
平
岩
之
丞
（
毛
利
治
元
）
と
の
縁
組
が
許

さ
れ
、
上
使
秋
元
但
馬
守
涼
朝
・
井
上
河
内
守
利
容
が
派
遣
さ
れ
た
。
婚
礼
は
十
年
後

の
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
十
六
歳
の
時
と
な
り
、
十
一
月
二
十
八
日
に
金
五
千
両
を

贈
ら
れ
、
十
二
月
七
日
に
結
納
、
十
二
月
十
八
日
に
入
輿
・
婚
礼
、
十
二
月
二
十
三
日

に
里
披
と
な
っ
た
。

　

庶
出
六
女
脩
の
場
合
は
、
宝
暦
十
年
四
月
三
日
に
五
歳
で
表
向
へ
の
弘
め
と
な
り
、

同
十
三
年
七
月
一
日
に
八
歳
で
本
妻
の
養
い
と
な
り
、
席
順
が
弟
の
豊
丸
（
定
国
）
の

上
と
定
ま
っ
た
。
明
和
四
年
八
月
四
日
に
十
二
歳
で
酒
井
左
衛
門
尉
忠
徳
と
縁
組
し
、

上
使
松
平
右
京
大
夫
輝
高
・
松
平
周
防
守
康
徳
が
派
遣
さ
れ
た
。『
江
戸
幕
府
日
記
』

明
和
四
年
八
月
四
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
使　

松
平
右（

輝

高

）

京
大
夫
・
松
平
周（
康
徳
）

防
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
右
衛
門
督
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脩ナ
ヲ

姫ヒ
メ

　
　

右
御
願
之
通
御
息
女
酒
井
左（

忠

徳

）

衛
門
尉
江
被　

仰
出
候
付
被
遣
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
左
衛
門
尉

　
　

�

右
者
右
衛
門
督
殿
御
息
女
縁
組
被　

仰
付
之
旨
於
御
白
書
院
縁
頬
老
中
列
座
伊（
阿
部
正
右
）

予
守�

申
渡
之
、

　

履
歴
に
内
伺
の
記
事
は
な
い
が
、
脩
の
場
合
も
内
伺
の
後
に
願
書
が
出
さ
れ
、
正
式

の
縁
組
が
命
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

婚
礼
は
六
年
後
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
八
歳
の
時
で
、
八
月
十
八
日
に
金

五
千
両
を
拝
領
し
、
八
月
二
十
五
日
に
山
王
社
に
参
詣
し
、
九
月
十
八
日
に
結
納
、

　

斉
匡
の
本
妻
と
な
る
裕
宮
貞
子
は
、天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
十
二
月
十
六
日
に
十
二
歳
で
縁
組
が
決
ま
り
、
二
年
後
の
同

七
年
に
京
都
を
発
ち
、
江
戸
に
下
向
し
、
十
一
月
十
三
日
に
江
戸
城
本
丸
に
入
っ
た
。

将
軍
付
筆
頭
老
女
の
常
磐
井
と
表
使
の
沢
田
が
迎
え
の
使
者
と
な
っ
た
の
で
、
本
丸
大

奥
に
入
っ
た
と
わ
か
る
。
十
一
月
十
八
日
に
田
安
邸
に
引
移
り
、
同
月
二
十
一
日
に
結

納
、
同
月
二
十
七
日
に
婚
礼
と
な
っ
た
。
な
お
、
翌
年
正
月
十
五
日
に
膝
直
（
嫁
入
り

後
の
初
里
帰
り
）
で
本
丸
に
入
っ
た
。「
江
戸
幕
府
日
記
」
に
は
そ
の
旨
の
記
事
は
な

い
が
、
本
丸
大
奥
に
入
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
斉
匡
の
記
事
に
、
寛
政
七
年
二

月
十
五
日
に
婚
礼
手
当
金
三
千
両
を
拝
領
し
た
と
あ
る
。
裕
宮
も
婚
礼
後
は
「
御
簾
中

様
」
と
称
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
縁
組
→
引
移
り
→
結
納
→
婚
礼
→
里
披
（
膝
直
、
婚
礼
後
の
最
初
の
里

帰
り
）
と
い
う
手
続
き
で
進
め
ら
れ
た
。
以
下
、
娘
の
場
合
も
手
続
き
は
同
様
で
あ
っ

た
が
、
引
移
り
が
結
納
後
と
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
婚
礼
日
が
決
ま
る
と
将
軍
よ
り

五
千
両
が
支
度
金
と
し
て
渡
さ
れ
た
が
、
田
安
徳
川
家
か
ら
さ
ら
に
拝
借
金
を
願
う
場

合
も
あ
っ
た
。

　

宗
武
嫡
出
長
女
誠
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
十
二
月
八
日
に
十
一
歳
で
松
平

陸
奥
守
宗
村
の
惣
領
藤
次
郎
（
重
村
）
へ
の
縁
組
が
本
丸
老
女
瀧
津
よ
り
伝
え
ら
れ
、

十
二
月
十
日
に
西
の
丸
（
世
嗣
家
治
）
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
許
可
が
え
ら
れ
、「
勝
手
次

第
取
合
」
よ
う
に
と
伝
え
ら
れ
、
翌
二
年
三
月
一
日
に
藤
次
郎
と
の
縁
組
が
正
式
に

命
じ
ら
れ
、
上
使
本
多
伯
耆
守
正
珍
・
松
平
右
近
将
監
武
元
が
派
遣
さ
れ
た
。
四
月

二
十
三
日
に
宗
村
が
田
安
邸
を
訪
れ
た
。
同
五
年
十
一
月
十
九
日
に
結
納
、
三
年
後
の

宝
暦
八
年
九
月
六
日
に
翌
年
九
月
に
婚
礼
と
定
ま
っ
た
。
こ
の
時
、
金
五
千
両
を
将
軍

家
よ
り
拝
領
し
た
が
、
翌
九
年
五
月
十
二
日
に
誠
が
没
し
た
た
め
、
成
婚
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　

庶
出
三
女
淑
は
、
宝
暦
十
二
年
に
十
九
歳
で
縁
組
の
内
伺
が
済
み
、
同
年
九
月

二
十
七
日
に
松
平
信
濃
守（
鍋
島
重
茂
）と
縁
組
が
決
ま
り
、上
使
酒
井
左
衛
門
尉
忠
寄
・

松
平
右
京
大
夫
輝
高
が
派
遣
さ
れ
、
十
二
月
十
五
日
に
金
五
千
両
が
贈
ら
れ
、
十
二
月

二
十
九
日
に
結
納
、
翌
年
正
月
二
十
三
日
に
婚
礼
、
正
月
二
十
九
日
に
里
披
、
五
月

十
五
日
に
婚
礼
後
の
初
登
城
と
な
っ
た
。
嫡
出
長
女
と
異
な
る
点
は
、
田
安
徳
川
家
の
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十
一
月
二
十
五
日
に
引
移
り
、
十
二
月
一
日
に
婚
礼
、
十
二
月
七
日
に
里
披
と
な
っ
た
。

　

斉
匡
の
娘
も
同
様
だ
が
、
嫡
出
七
女
の
猶
の
場
合
を
み
て
お
こ
う
。
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
十
二
月
二
十
五
日
に
七
歳
で
将
軍
徳
川
家
斉
十
三
男
の
要
之
丞
（
斉
荘
）

と
縁
組
が
決
ま
り
、
田
安
徳
川
家
の
家
付
の
娘
と
な
る
。
そ
こ
で
、
席
順
は
嫡
出
長

女
近
の
次
、
庶
出
四
女
鑅
の
上
位
に
置
か
れ
た
（
次
女
・
三
女
は
早
世
）。
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
二
月
十
一
日
結
納
、
二
月
十
八
日
婚
礼
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八

月
二
十
一
日
に
斉
荘
が
田
安
徳
川
家
の
家
督
を
継
ぐ
の
に
連
動
し
て
、
以
後
は
「
御
簾

中
様
」
と
称
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
妻
の
養
い
と
な
れ
ば
嫡
庶
で
婚
礼
に
差
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、

家
督
継
承
に
関
わ
る
場
合
に
は
嫡
出
女
子
が
優
先
さ
れ
、
庶
出
の
姉
の
上
位
に
置
か
れ

た
点
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

表
４
に
は
、
成
婚
年
齢
を
示
し
た
。
平
均
は
十
九
歳
と
な
っ
て
い
る
が
、
斉
匡
庶
出

十
五
女
千
重
・
同
十
六
女
純
は
二
十
五
歳
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
斉
匡
庶
出
八
女
鐐

の
よ
う
に
、
六
歳
で
縁
組
が
決
ま
り
な
が
ら
、
実
際
の
婚
礼
は
二
十
二
歳
ま
で
延
引
し

た
例
も
あ
る
。
な
お
、
成
人
し
た
娘
で
未
婚
と
な
っ
た
事
例
や
離
婚
と
な
っ
た
事
例
は

確
認
で
き
な
い
。

表４　婚礼年齢一覧
人物 年齢

1 宗武妻 15
2 宗武1 18
3 宗武3 20
4 宗武4 18
5 宗武5 16
6 宗武6 18
7 宗武7 23
8 宗武8 21
9 斉匡妻 14
10 斉匡1 20
11 斉匡4 15
12 斉匡7 20
13 斉匡8 22
14 斉匡9 18
15 斉匡14 11
16 斉匡15 25
17 斉匡16 27
18 斉匡19 20

平均年齢 19
註）父親名に続く１～ 19は出生順

三
、
妻
と
な
っ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で

⑫
袖
留

　

女
性
が
成
人
し
た
時
に
、
振
袖
を
普
通
の
袖
丈
に
縮
め
る
儀
式
で
あ
る
。
十
九
歳

か
ら
二
十
六
歳
と
幅
が
あ
る
。
誠
は
婚
礼
前
の
十
九
歳
で
没
し
た
た
め
、
袖
留
は
な

か
っ
た
。
宗
武
嫡
出
五
女
節
は
二
十
二
歳
で
妊
娠
し
、
五
か
月
を
迎
え
た
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
正
月
二
十
三
日
に
着
帯
、そ
の
四
日
後
の
正
月
二
十
七
日
に
袖
留
と
な
っ

た
。
宗
武
庶
出
八
女
定
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
二
月
二
十
三
日
に
袖
留
と
着
帯

を
同
時
に
行
っ
た（
二
十
二
歳
）。斉
匡
本
妻
の
裕
宮
貞
子
も
、寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）

正
月
二
十
三
日
に
袖
留
と
着
帯
を
同
時
に
行
っ
た
（
十
九
歳
）。
つ
ま
り
、
初
妊
娠
を

機
に
袖
留
と
な
る
例
が
多
い
。

　

最
高
齢
は
、
斉
匡
庶
出
十
六
女
純
の
三
十
一
歳
で
あ
る（
（1
（

。
純
は
、
四
歳
で
麻
疹
を
済

ま
せ
、
五
歳
で
丈
夫
届
が
提
出
さ
れ
、
斉
匡
本
妻
の
養
い
と
な
っ
た
。
七
歳
で
紐
解
、

十
四
歳
で
鉄
漿
初
め
と
な
っ
た
が
、
な
か
な
か
婚
礼
相
手
が
み
つ
か
ら
ず
、
二
十
六
歳

で
柳
川
立
花
家
十
二
代
当
主
と
な
る
立
花
鑑
寛
と
縁
組
が
決
ま
り
、
翌
年
二
十
七
歳
で

の
婚
儀
と
な
っ
た
。
婚
礼
も
遅
か
っ
た
が
、
鑑
寛
と
の
間
に
子
は
い
な
い
こ
と
か
ら
袖

留
も
延
引
し
た
よ
う
で
、
三
十
一
歳
で
の
袖
留
と
な
っ
た
。

⑬
着
帯
・
出
産
・
枕
直

　

着
帯
は
女
性
が
懐
妊
し
て
五
か
月
目
に
、
胎
児
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
腹
帯
を
締
め

る
祝
儀
で
あ
る
。
宗
武
本
妻
の
近
衛
久
子
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
四
月
十
九

日
に
二
十
歳
で
袖
留
と
な
っ
た
が
、
そ
の
三
日
後
に
流
産
と
な
り
、
着
帯
の
祝
儀
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
は
、
二
十
一
歳
、
二
十
三
歳
、
二
十
五
歳
、
二
十
七
歳
、

三
十
一
歳
、
三
十
三
歳
、
三
十
六
歳
で
着
帯
、
い
ず
れ
も
無
事
に
出
産
と
な
っ
た
。
出

産
後
、
二
十
一
日
目
に
枕
直
（
平
常
の
起
居
状
態
に
復
す
祝
儀
）
が
あ
る
。

　

斉
匡
本
妻
の
裕
宮
貞
子
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
二
十
七
日
に
十
四
歳

で
婚
礼
と
な
り
、
十
九
歳
の
寛
政
十
二
年
正
月
二
十
三
日
に
袖
留
・
着
帯
と
な
り
、
同

年
五
月
二
十
一
日
に
長
女
近
を
出
産
し
た
。
そ
の
後
、
二
十
二
歳
、
二
十
六
歳
で
娘
二

人
を
出
産
し
、
二
十
一
日
目
に
枕
直
が
あ
っ
た
。
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⑮
登
城

　

田
安
徳
川
家
の
本
妻
は
、
江
戸
城
本
丸
大
奥
に
登
城
資
格
が
あ
っ
た
。
娘
た
ち
の

誕
生
後
の
本
丸
登
城
に
同
行
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
近
衛
久
子
は
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）、
同
八
年
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
江
戸
城
本
丸
奥
の
御
能
見
物
に

養
女
の
定
（
宗
武
庶
出
九
女
）
を
同
道
し
て
登
城
し
た
。
安
永
六
年
十
二
月
に
田
安
邸

が
焼
失
し
た
際
に
は
、
定
と
と
も
に
本
丸
に
入
っ
た
。

　

裕
宮
貞
子
の
場
合
は
、
本
丸
か
ら
田
安
徳
川
家
に
嫁
ぎ
、
里
披
も
本
丸
で
行
っ
た
。

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
二
月
五
日
、同
十
一
年
十
月
十
五
日
、享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

三
月
九
日
の
三
回
、「
不
時
御
登
城
」の
記
録
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、定
例
の
登
城
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
年
頭
は
本
丸
大
奥
に
登
城
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑯
参
詣

　

婚
姻
後
は
、
増
上
寺
や
寛
永
寺
へ
の
参
詣
が
み
ら
れ
る
。
宗
武
嫡
出
五
女
節
は
、
毛

利
家
に
十
六
歳
で
嫁
い
だ
の
ち
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
五
月
十
一
日
に
二
十
二
歳

で
山
王
参
詣
、
同
年
十
月
四
日
に
上
野
寛
永
寺
の
有
徳
院
廟
・
心
観
院
廟
へ
参
詣
し
た
。

江
戸
を
出
て
日
光
や
伊
勢
等
に
出
向
い
た
記
事
は
な
い
。

⑰
湯
治

　

宗
武
嫡
出
五
女
節
は
、
四
十
五
歳
に
な
っ
た
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
三
月
五
日

に
熱
海
湯
治
に
出
か
け
、
四
月
十
四
日
に
帰
っ
て
き
た
。
一
か
月
以
上
も
滞
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
湯
治
の
記
事
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

⑱
葬
地

　

早
世
し
た
娘
は
、
上
野
凌
雲
院
に
葬
ら
れ
た
。
嫁
い
だ
娘
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
お
わ
り
に

　

将
軍
家
連
枝
と
し
て
将
軍
の
家
族
の
扱
い
で
あ
っ
た
田
安
徳
川
家
の
年
中
行
事
で

は
、
将
軍
家
と
の
関
係
が
重
要
な
要
件
と
な
っ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
他
の
大
名
家

　

な
お
、
庶
出
子
が
生
ま
れ
る
場
合
に
、
本
妻
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
は
今
後

の
検
討
課
題
だ
が
、
⑩
で
述
べ
た
よ
う
に
、
出
生
後
に
庶
出
子
を
養
い
、
嫡
母
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
本
妻
の
重
要
な
役
割
だ
っ
た
。

⑭
隠
居

　

近
衛
久
子
は
、
夫
の
宗
武
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
六
月
四
日
に
五
十
七
歳
で
没

す
る
と
、
七
日
後
の
六
月
十
一
日
に
五
十
一
歳
で
出
家
し
、
宝
蓮
院
を
号
し
た
。
安
永

九
年
（
一
七
八
〇
）
十
一
月
十
二
日
に
は
、
六
十
賀
の
祝
儀
が
あ
っ
た
。

　

裕
宮
貞
子
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
九
月
二
十
九
日
に
四
十
四
歳
で
没
し
た
。

夫
の
斉
匡
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
五
月
晦
日
に
七
十
歳
で
没
す
る
の
で
、
隠
居
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

斉
匡
嫡
出
七
女
猶
は
、
夫
斉
荘
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
二
十
一
日
に

三
十
七
歳
で
没
す
る
と
、
即
日
、
貞
慎
院
と
名
を
改
め
（
三
十
九
歳
）、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
二
月
二
十
二
日
に
六
十
六
歳
で
没
し
た
。

　

こ
の
他
、
判
明
す
る
事
例
で
は
、
宗
武
庶
出
三
女
淑
が
、
夫
の
死
に
よ
り
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
閏
六
月
十
日
に
二
十
七
歳
で
円
諦
院
と
名
を
改
め
た
が
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
七
月
二
十
七
日
に
六
十
三
歳
で
剃
髪
し
、
同
十
二
年
九
月
二
十
六
日
に

七
十
二
歳
で
没
し
た
。
宗
武
嫡
出
五
女
節
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
二
十
一

日
に
夫
の
死
に
よ
り
、
三
十
六
歳
で
邦
媛
院
と
名
を
改
め
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

九
月
二
十
七
日
に
五
十
賀
の
祝
儀
が
あ
り
、
同
十
二
年
六
月
四
日
に
六
十
歳
で
没
し

た
。
宗
武
庶
出
六
女
脩
は
、
夫
の
死
に
よ
り
文
化
九
年
九
月
二
十
五
日
に
五
十
七
歳
で

仙
寿
院
と
改
め
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
正
月
八
日
に
六
十
四
歳
で
没
し
た
。
斉
匡

庶
出
十
五
女
千
重
は
、
夫
の
死
に
よ
り
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
十
一
月
二
十
八
日
に

二
十
七
歳
で
永
寿
院
と
改
め
、万
延
元
年（
一
八
六
〇
）正
月
七
日
に
四
十
歳
で
没
し
た
。

　

い
ず
れ
も
夫
の
死
に
よ
り
名
を
改
め
、
法
号
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
前
に

も
諱
（
実
名
）
を
変
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
何
を
契
機
に
名
を
変
え
る
の
か
と
い
う

は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
、「
諸
家
系
譜
」
の
記
事
か
ら
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、

夫
の
死
後
に
再
婚
し
た
者
は
い
な
い
。
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と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
点
を
除
け
ば
、
近
世
後
期
の
大
名
家
の
女
性

の
人
生
儀
礼
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
傾
向
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
田
安
徳
川
家
の
娘
は
、
江
戸
で
生
ま
れ
て
育
ち
、
江
戸
幕
府
が
瓦
解
す
る
ま

で
は
、
ほ
と
ん
ど
を
江
戸
で
過
ご
し
、
近
世
後
期
の
武
家
の
女
性
に
一
般
的
に
み
ら
れ

る
人
生
儀
礼
を
経
て
、
そ
の
生
涯
を
終
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
な
か
で
、
田
安
徳
川
家
の
二
人
の
妻
は
京
都
か
ら
招
か
れ
た
。
宗
武
の
本
妻
と

な
る
近
衛
久
子
（
近
衛
家
久
の
次
女
）
は
、
天
英
院
（
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
本
妻
、

近
衛
基
煕
の
長
女
）
が
テ
コ
入
れ
し
て
京
都
か
ら
呼
び
寄
せ
た
。
久
子
は
、
天
英
院
に

と
っ
て
甥
（
家
久
）
の
娘
と
い
う
関
係
に
な
る
。
田
安
徳
川
斉
匡
に
京
都
か
ら
迎
え
た

裕
宮
貞
子
は
、
母
が
久
子
の
兄
内
前
の
娘
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た（
（1
（

。
田
安
徳
川
家
と
近

衛
家
と
の
縁
戚
関
係
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
田
安
徳
川
家
の
特
徴
と
し
て
押
さ
え
て

お
く
べ
き
点
と
い
え
る
。
と
く
に
、
久
子
は
夫
の
宗
武
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に

死
去
し
、
遺
領
を
継
い
だ
治
察
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
二
十
二
歳
で
死
去
す
る

と
、
自
身
が
没
す
る
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
ま
で
の
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
男
性
当

主
不
在
の
田
安
徳
川
家
を
守
り
続
け
た
。
そ
の
点
で
も
、
近
衛
家
出
身
の
久
子
は
、
田

安
徳
川
家
に
と
っ
て
要
と
な
る
人
物
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

久
子
の
死
後
は
、
一
橋
徳
川
治
済
五
男
の
斉
匡
が
田
安
徳
川
家
を
復
興
す
る
。
本
妻

と
な
っ
た
裕
宮
貞
子
は
嫡
出
女
子
三
人
を
出
産
し
、
多
く
の
庶
出
子
の
嫡
母
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
。
斉
匡
の
家
督
は
嫡
出
三
女
猶
の
婿
養
子
に
将
軍
家
斉
十
三
男
の
斉

荘
を
迎
え
て
継
が
せ
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
田
安
徳
川
家
は
将
軍
の
家
族
と
し
て
の
扱

い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
宗
武
の
娘
七
人
、
斉
匡
の
娘
八
人
の
計

十
五
女
が
大
名
家
に
嫁
い
で
い
た
。
こ
れ
ら
田
安
徳
川
家
の
娘
た
ち
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
近
世
後
期
の
武
家
社
会
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
田
安
徳
川
家
の
各
々
の
女
性
た
ち

の
存
在
や
活
動
に
も
、
今
後
は
も
っ
と
光
を
当
て
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

註（
１
）　�

学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
「
三
田
村
鳶
魚
・
小
川
恭
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。「
諸

家
系
譜
」
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
越
坂
裕
太
「「
諸
家
系
譜
」
に

み
え
る
申
渡
と
家
格
変
動
─
松
平
重
昌
・
重
冨
履
歴
の
分
析
を
通
じ
て
─
」
を

参
照
の
こ
と
。

（
２
）　�

松
尾
美
惠
子
・
藤
實
久
美
子
編
『
大
名
の
江
戸
暮
ら
し
事
典
』（
柊
風
社
、

二
〇
二
一
年
）。

（
３
）　�

年
中
行
事
の
基
本
知
識
は
、『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』（
電
子
辞
書
版
）
に

よ
る
。

（
４
）　�『
徳
川
諸
家
系
譜
』
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
載
せ
ら
れ
た
「
田
安
徳
川

家
記
系
譜
」
で
は
、
宗
武
の
娘
の
実
名
は
誠
・
裕
・
淑
・
仲
（
貞
）・
節
・
脩
・

種
・
定
と
の
み
あ
り
、「
姫
」
は
付
か
な
い
。
こ
れ
は
、
斉
匡
の
娘
も
同
様
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、た
と
え
ば
「
誠
姫
」
と
史
料
に
記
載
さ
れ
た
際
の
「
姫
」

と
は
、
身
分
格
式
を
表
す
称
号
で
あ
り
、
実
名
で
は
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

幕
府
の
正
式
記
録
で
あ
る「
江
戸
幕
府
日
記
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）で
も「
誠
姫
」

と
あ
る
よ
う
に
、田
安
徳
川
家
の
娘
の
正
式
の
称
号
は
「
姫
」
で
あ
り
、「
姫
君
」

は
用
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
宗
武
庶
出
七
女
種
が
将
軍
家
に
養
女
に
迎
え
ら

れ
、
本
丸
に
入
っ
た
後
は
、「
種
姫
」
か
ら
「
種
姫
君
」
へ
称
号
を
変
更
し
た
。

つ
ま
り
、「
姫
」
と
「
姫
君
」
の
格
差
に
留
意
す
る
こ
と
は
、
武
家
の
女
性
を

論
じ
る
際
の
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
へ
の
注
意
を
促
し
た
い
。
史
料
上
で
家

臣
た
ち
が
忖
度
し
て
「
姫
」
を
「
姫
君
」
と
記
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

右
の
格
式
差
を
正
し
く
理
解
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
大
名

家
に
生
ま
れ
た
庶
出
の
娘
で
嫡
母
の
養
い
と
な
る
前
に
は
、「
姫
」
と
呼
ば
な

い
事
例
も
み
ら
れ
る
（
拙
著
『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
─
江
戸
城
・
大
名

武
家
屋
敷
の
女
性
と
職
制
─
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
八
年
、一
二
七
頁
）。
よ
っ

て
、
女
性
名
に
安
易
に
「
姫
」
を
付
け
て
論
述
す
る
傾
向
は
、
学
術
研
究
に
お

い
て
は
顧
み
る
べ
き
と
考
え
る
。

（
５
）　�

女
中
名
は
「
お
と
や
」。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
九
月
に
御
年
寄
格
、
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）
に
宗
武
が
没
す
る
と
、
名
を
香
詮
院
と
改
め
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
十
一
月
十
一
日
に
「
御
殿
内
殿
付
」、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

九
月
朔
日
に
「
大
奥
向
様
付
」
の
待
遇
を
受
け
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）

十
二
月
四
日
に
没
し
、
凌
雲
院
に
葬
ら
れ
た
。

（
６
）　

毛
利
兵
橘
大
江
元
教
の
娘
で
、
女
中
名
は
「
御
数
」。
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に
な
い
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
と
捉
え
て
お
く
。

（
14
）　�

中
田
薫
に
よ
れ
ば
、
女
子
の
場
合
に
も
丈
夫
届
が
あ
っ
た
が
、
男
子
同
様
に
提

出
は
必
須
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
（
中
田
『
法
制
史
論
集
』
一
、
岩
波
書
店
、

一
九
二
六
年
、
五
四
七
頁
）。
斉
匡
の
庶
出
十
一
女
以
降
の
場
合
は
、
成
長
後

に
丈
夫
届
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　�

国
立
公
文
書
館
蔵
「
田
安
種
姫
様
公
儀
御
養
女
被
仰
出
候
用
留
書
抜
」「
種
姫

君
様
御
入
輿
之
留
」。
な
お
、種
の
婚
礼
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、関
口
す
み
子『
大

江
戸
の
姫
さ
ま
─
ペ
ッ
ト
か
ら
御
輿
入
れ
ま
で
─
』（
角
川
選
書
、二
〇
〇
五
年
）

と
吉
成
香
澄
「
将
軍
姫
君
の
婚
礼
の
変
遷
と
文
化
期
御
守
殿
入
用
─
尾
張
藩
淑

姫
御
守
殿
を
事
例
と
し
て
─
」（『
学
習
院
史
学
』
四
七
、二
〇
〇
九
年
）、
種
姫

の
女
中
に
つ
い
て
は
、畑
尚
子
『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
に
分
析
が
あ
る
。

（
16
）　�

純
の
婚
礼
に
つ
い
て
は
、甲
斐
未
希
子
「
柳
川
藩
立
花
家
に
み
る
武
家
の
婚
礼
」

（
中
野
等
編
『
中
近
世
九
州
・
西
国
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）。

な
お
、
本
論
文
で
純
の
格
式
を
「
姫
君
」
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
修
正
す

る
必
要
が
あ
る
。
田
安
徳
川
家
の
娘
の
格
式
は
、
一
様
に
「
姫
」
で
あ
る
。

（
17
）　

近
藤
敏
喬
『
宮
廷
公
家
系
図
集
覧
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

〔
付
記
〕
本
稿
脱
稿
後
に
、
山
本
英
貴
「「
大
御
所
時
代
」
の
幕
藩
関
係
」（
荒
木
裕
行
・

小
野
将
『
日
本
近
世
史
を
見
通
す
３　

体
制
危
機
の
到
来　

近
世
後
期
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
四
年
）、
清
水
翔
太
郎
「
近
世
中
期
に
お
け
る
大
名
家
の
婚
姻
と
幕
府
」（『
日

本
史
研
究
』
七
三
八
、二
〇
二
四
年
）
を
得
た
。
田
安
徳
川
家
の
婚
姻
関
係
を
検
討
さ

れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）　

林
小
右
衛
門
養
女
。

（
８
）　�

こ
の
場
合
の
名
が
、
実
名
（
誠
・
近
）
の
み
な
の
か
、「
誠
姫
」「
近
姫
」
の
よ

う
に
「
姫
」
号
も
あ
わ
せ
て
拝
領
す
る
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
註
４

で
述
べ
た
よ
う
に
、「
田
安
徳
川
家
記
系
譜
」
で
は
誠
や
近
に
は
他
の
娘
と
同

様
に
「
姫
」
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、実
名
は
誠
・
近
だ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
点
、

ま
た
、次
女
以
下
の「
御
名
」を
拝
領
し
て
い
な
い
娘
た
ち
が
、「
江
戸
幕
府
日
記
」

に
お
い
て
「
姫
」
号
を
用
い
て
公
称
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
田
安

徳
川
家
で
は
将
軍
に
願
い
出
て
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
、
嫡
出
お
よ
び
嫡
出
の

扱
い
と
な
っ
た
娘
に
は
「
姫
」
号
を
名
乗
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

き
た
い
。

（
９
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
千
四
百
十
五
。

（
10
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
七
十
四
。

（
11
）　�

こ
れ
は
初
登
城
の
み
を
記
し
、以
後
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、

本
人
の
登
城
に
際
し
て
は
大
奥
女
中
へ
の
下
さ
れ
物
を
は
じ
め
と
し
て
多
大
の

出
費
が
伴
う
の
で
、
頻
繁
の
登
城
は
差
し
控
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
諸

家
系
譜
」
か
ら
は
判
明
し
な
い
た
め
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、「
姫
君
」

の
場
合
は
、
本
人
の
た
び
た
び
の
登
城
が
確
認
で
き
（「
江
戸
幕
府
日
記
」『
黒

田
家
譜
』
等
）、後
述
の
よ
う
に
田
安
家
本
妻
は
「
不
時
御
登
城
」
を
し
て
い
る
。

（
12
）　�

天
英
院
付
老
女
秀
小
路
の
養
女
と
あ
る
（『
寛
政
重
修
業
諸
家
譜
』
巻

千
三
百
十
）。

（
13
）　�

徳
川
家
光
次
男
綱
重
の
事
例
だ
が
、
内
密
の
男
子
が
早
世
し
た
際
に
、
忌
中
の

間
は
将
軍
へ
の
機
嫌
伺
い
の
登
城
な
ど
を
遠
慮
し
た
方
が
よ
い
か
と
確
認
す
る

と
、内
密
で
あ
れ
ば
通
常
の
礼
を
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
受
け
た
（
拙
著
『
大

奥
を
創
っ
た
女
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
、
一
三
一
頁
）。
よ
っ
て
、

庶
出
子
の
出
生
を
届
け
出
な
い
理
由
に
は
、
産
穢
や
死
穢
に
よ
っ
て
儀
礼
上
の

弊
害
が
出
る
こ
と
や
祝
儀
・
不
祝
儀
な
ど
の
贈
答
事
が
生
じ
る
の
を
避
け
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
な
お
、
服
忌
令
で
は
、
産
穢
は
父
七
日
、
母
三
十
五
日
と
定
め

ら
れ
て
お
り
（『
御
触
書
寛
保
集
成
』
九
五
〇
号
）、
実
祖
父
の
産
穢
は
規
定
さ

れ
て
い
な
い
。
治
済
の
登
城
差
控
え
が
わ
ざ
わ
ざ
記
録
さ
れ
た
の
は
、
規
定
上
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